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0.40mまではアスファルト舗装の路
盤。舗装厚5cm
以深は地山の関東ローム層。軽石粒
を含む火山灰質粘性土からなる。
層下部1.70m以深は粘土化が進行し
ており、含水状態は高位で軟らか
い。

ロ－

ム

茶

褐
軟

古期ロームに相当する均質な凝灰質
粘土。粘性に極めて富んでいる。
火山砂や細砂を含む。浸透水によっ
て飽和し含水状態は高位。
別孔にて不撹乱試料採取。
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灰
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粘

土

乳

褐

灰

中

位

凝灰質粘土層に挟在する細砂層。
砂層の挟在からみて、古期ロームの
堆積環境は水中であったと推定され
る。
4.85mまでは粘土分の混入多い。含
水状態は中位。
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じり細
砂
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下部凝灰質粘土層。含水状態は高位
で非常に軟らかい。概ね均質な層相
にある

凝灰質
粘土

乳

灰

極

軟

下総層群成田砂層に対比される洪積
砂質土層の最上部層。
やや砂粒子粗く中砂分を含む。わず
かにシルト薄層を挟むが概ね均質。
不飽和状態にあり含水状態は低位。
洪積層であることから液状化の可能
性は低いとみられる。
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粒子均一な細砂とシルトの混合土、
層相は細砂優勢である。
本層から地下水が賦存しており、含
水状態は中位～高位。
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洪積砂質土層の主層を構成する均一
細砂層。層上部は酸化鉄凝集して固
結状。
16m付近には半固結状態にあるシル
ト薄層が挟在して互層状。層理発達
する。
含水状態は概ね中位。
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位

調査地の工学的な基盤層（支持層・
耐震基盤）を構成する洪積砂質土
層。
砂粒子概ね均一な細砂～微細砂であ
り、混入物は認められない。
非常に良く締まっており、含水状態
は中位～低位。
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